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办
J 1

.に
南
る
國’
家

■
虜
t ;
;

、今

白
0 .
®

家
.
經
■濟
と‘
9

_

に
、
は
如
ー.何
苳
る
.
點 

•

敗
.

^I
.

興

如
»

な
支
：點’
に
辨
て
相
ー
遨
猶
ぁ
务
か
ビ
云
.
ふ
^

戎
づ
：分
業
が
行
は
れ
で
生
產
潜 

.
^
r
.の「

或
.
階
.
級
は
*
常
：ビ

食

然

か

：ら
#

寧
物
‘

採
敗
し
、

別
：；

令
階
>

級

は

樣

原

義

物6

如
：エ
：し
て
平
製
っ

^
を
—

り
运
に

*
被
の
隹

#
考
階

€
ぼ

.
#鲁

5

笫十
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ニ
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I
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盂
长
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欠
ス
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歡
敝
顏
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S
罅

ニ
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.

^

(
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;
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'
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I
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霧

遺
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二

八

‘

此
所
得
財
が
、機
.ノ
の
I

s

て

裏
 

一

：

：

‘

，體

0〉

運
動
に
於
て

.は
爾
社
會

)

の
間
；
£

.
異

 ̂

:
' 

a

a

m

i

分

&
の

大
.

_ 

L
 

. 
M

^

M

0
I

 
i

i

?

 

i

 
s 

i

 

^
 

^
 

^

一

〒

.

.

y

I 

興 

I

 

w 

t
 

^
 

f
f
i 

t
t 

# 

u 

^
 

t
 

 ̂

® 

 ̂

M

b
 

 ̂

f 

 ̂

a
k
.

:

^

L

^

o

a

#

^

^

^

'

s

f

f

 

ニ 

e 

.

u

l 

l
 

K
o
n
s
t
i
t
u
m
m
g

に
依
て
行
、は
れ
、第
二
に
現
社
會
に

•於
て
は
：國
民
所
得
の
分
、配
こ

0 

.

.

.

.
加
す
る
の
奚
產

S

4

な
く

f

 

.
る
i

資
本

I

有
者

I

I

に
參
加
し

f

ち

.
-
6

 ̂

0 

T 

s 

i

i

 
t

 ̂

T

®
 

 ̂
に
反
し
、土
.也
資
ン

^

^

 

^
 

^
 

^
 

 ̂

^
 

^
 

^
 

S

^
 
 ̂

M

そ

A

Z

て
進
ん
で
社
會
虫
義
社
曾
に
於

.て

、國
家

.は
如
何

.に

.
し
て

國

拔

的
生
：產
を
：

國

.民
：的

欲

望

I

I

S

I

I

i

i

l

l

i

i

i

B

i

B

i

i

B

i

B

i

^

i

. 

.

.い 

„s:
h
 し 

n
c
i
l
.i
M
j
i
i
l1
I
I
i
I
i

>
.い.
®

ベ
！！

せ
し
、
め
、
如

何

に

し

：
て
.國
民
的
生
產
額

.を
生
產

®
具
の

&
度
に
維

,#
し
炎
何
に
し
七
國

 

民
：陳
得

^

分
配
を
社
會
的
正
_
の

- M
則
に

.從
て
調
節

'す
る
か
を
稍
-姿

6
 

く

知
ら
な
け

_
,n
:

^
な
.

.

.

.

I

.

.

'

.

 
■

 

I

.

 

-

 

-

 

..

 

けが

.
,
,
.
4 

|

に
、國
民
的
生
：車
と
轉
以
的
欲
望

i

0.
:適
：合

.に：就

1:
云
：ふ

.も
固

.ネ

h

•欲
.望
‘ば
無
際
限

 ̂

あ
る
か
ら
、一
切
や
欲
：望
を
充
见
す
る
課
に
は
行
か
ぬ
。
其
處
で
蔡
個
人
の
紙
望
を
細
何
な
る

 

e
.度
迄
滿
れ
す
べ

..
;
'
-
ぎ
：炉
の
問
題
が
起
る

"

而
し
て
之
を
取
す
ベ

&
標
準
，は

' 谷
人

が

生

，產

.勞

攤
 

上
' に
於
：
.て
擔
當
す
る
時
間
勞
働
，

‘(zeitarbee

•で
あ

‘る
。

即
ち
之

•か
知
れ
さ

.
へ
す
れ
ば
、充
足
手
段
へ

 

が
.
'各
人
欲

■

?>
:
如
何
な
る
も
の
：に
迄
及
ぶ

.か

.ド
明
に

.

.な
る

0

從
て

、
如

何
'な
る
欲
盤
を
滿
す

'ベ
' 

き
か
、即
ち

.妞
何
な
る

.財
を
幾
許

*

k
け
生

■'逄
す

T

き

か

：ド

決

定

：
せ
ら
れ
：得

冬

 

(

公
.共
欲
望
即
ち
國

.家
の
歲
出
の
事
は
姑
く
除
外
し

^
.が
、之
は
公
法
に
；依

'

V

決
定
せ
ら
れ
る

'の： 

で
‘各
個
人
の
欲
望
充
兄
程
度

*^
其
公
課
負
擔
額
丈
け
減
少
す
る
の
で
あ

'る
。)

た
父
問
題
ミ
な

 

る

の

：は
、時

間^|
働
を

.生
產
力
と
欲

®
ビ
の
比

'較

0
尺
度
ミ
す
る
事

0
、當
否
如
何
で
あ
る
之

 

を
非
く

'す
る

.も
の
は
、第
一
、勞
働
が
生

*'
の
種

®
に
依

.て
_

易
の
程

.度
を

'興
に
ず
る
こ
、
第

 

同

| 

.

.
生

産
^
:に
於

、て
；
も
、各̂

の
勸
勉

^

び
^
魏

0-
.躍
度
，「

ブ
な
ら
ざ
る

*
、第

111 、

勞
，働

の

生

#

力
 

/
ー

牢

3L
港

一C

1八
：五)

.

.1̂
ぐ
»

5

1

'ル'ト
ス
;0
經

醤

儀

雜 

部H

號
' 

.
二

系

.



A

八
六

訛

.

..
ロ
，方
ド
沁
ル
讣
ス
の
.
經

濟

摩

說

補

遺

第
二
魏

v»'

' 

V
:
'
: 

{
\
:

羞

H
C

'に

增

減

あ

る

こ

と

を̂

,げ

餚
'

1

時

^
勞

働

隹

る

こ

と

.を
I

る
の 

.で

あ
.る

がR
o

d
f

.
は

此

困
.雛

を

解

狹

す

，る

途

旁

說

明

し̂
居
る
。
第

」

の
困
難
は
、

I

勞

:

働

.日v
b
o
r
l
e
r

 A
r
b
e
i
l

若
し
べ
：は

.標
：_

勞
、働

»

_
 

P

o

l
 

を
定
め
る
こ
と
に

侬

て

解

決
^

れ
名
。

即
ぢ
標
攀
時
間
：を
定
め
、生
®

の
_

舄
に
應
，じ
て
，個
冷
の
生
產
業
に
双
け 

:.
:
-る
，

際
-

の
.
勞

働

日
*

し

く

は

勞

働

時

間
'
を
、標

準

日

ヌ

雄

：.蹄
；間
衿
換
.
.箅
す
る
。
例
へ
ば
標
準
勞

ふ
や
；ぅ

.に
針
算
す

^
の
で

」

あ
：る
。

.:
:第
:-
の
困
，
は

•標
準
仕
事
量

(normaie 

Tagewerk
)

を
定
め
 

る
、寧
に
依
て
解
管
れ

.る
。
即

^v
各
生
産
に
於
て
熟
練
及
び
動

® 

.
0
度

U

於

T
中
位
の
孥
働

 

へ
考
ネ
取

V
、

其
一
標
準
勞

«

日

0
:仕
：事
量
を
取
ぢ
、之
を

.一
定
標
準

» ,
糊
作
の

.標
準
隹
齑

_
 

f

t
 

れ
は
好
し
の
で
あ
る
，

而
し
て
第

.三
の
困

_

に
至
て
は
，

#:
準
，勞
働
時
，

.間
‘
及

び

標

準

仕

事

量

の
 

尺
.度

を

勞

働

生

産

力

の

；
_

動

に
.應

，じ
亡
、定

時

的̂

修

^
_す

れ

ぼ

解

；決

さ

れ

るS

ふ

の

で

あ 

一：
る
，

斯
<
し

て

國

民

勞

：働

の

全.量
•を
：確

か

め
-而
し
.て
，全

國

民

資

本

の

：燁

分

權

を

有

す

る

國

家

 

U
た

C

M
定
し
ぬ
る
；欲
望
に

.應
じ
七
個
々
の
生
塗
を

_
始
じ
、ぞ
れ
に
應
じ
て
資
本
ビ
勞
働

 ̂

を
.分
割
分
配
し

^r

へ
す
れ
ば
好
い
み
で

'̂
.
.る
,

'

;

1
!
I
Il-y

”

®
民
的
生
谨

*
•を
現
存
生
産

®:
義
の
程

'群
に
維

.持
す
る

乙
と

'̂
就
て
味
雛

.間
は

a
s
o
國
‘ 

敗

.術
た
ヾ
現
存
勞
働

.

.を
上
述
の
如
き
方

»
に
依
て
、開
始
せ
ら
作
た
る
諸
生
產
に
投
用
す
れ
ば

 

雄

S.

。
，
、
，土

敗

資

本

，公

，有

の

社
#
に
於
，
は
、現
在
社
會
に

V

於
け
各

^
如
く
生
産
物
に
»
す
る
雷

 

^-
ゆ
直
ケ
に
勞
働
，に
對

^-
る

»
要
を

«:
味

.也
ぬ

^
:云
ふ
事
が

S
.ぐ
、生
産
を
開
始
す
る
に
先
の

 

て
先

^
資
本

0
蓄
:»
を
：俟

->
;
:必
要

.も
如
く

^

術
發
寒
の
利
益
於
一
般
に
普
及
せ
ず
し
て
、

I
部 

「

1
人
：の

».
占

に

歸

；す

：る
，事

も

：な
：
ぃ
。
：
此

事

は

後

に

:±
地
資
本
私
有
の
行
は

 ̂

、

社

會

の.#
徵 

ヒ

併

也

勘

考

す

れ

ば

.自

A'
:
明

白
に̂
な
る
で

|ぁ

-&
ぅ
0 
:

.
へ
：

.
 

•
 

I
 

.

. 

.

.

. 

^
 

.

.

.
• 

'
 

,
,
.
.
.

九
へ

.

:

. 

'
.
:

.

.

.

:

:
' :

ぐ

. 

'

•

 

.... 
V

 

. 

. 
:

 

•

 .

 

.
,

'
v
r
c
て
最
後

^
國
家
キ
如
聊
ヒ
し
て
、各
人
を
し
て
其

.產
出
全

®
値

爾

格

に
.
.云
.へ
W
之

i
 
>

公 

0

货
擔
額
ぞ
控
除
せ

‘旮
丈

.

.け)

を
肷

#
せ

し

め

：
る

脅

ぅ

に

.r

國
民
所
得
を
分
配
す
る
か

。
.
；

aodberts 

济
撕

.方
歡
と
ず
る
所
は

?*)

1
'切
生
產
物

.の
僧

«
.の
婉
定

^
0§
は
1
:
1
1
容
1
 ̂de

-̂-wertes

艾
口

)

完
全
に
 

«■
幣

«
念
：に
適
合
せ
ん
貨
幣

(

具
摩
的
に
云
へ
ば
勞
働
券

.貨
幣

)

の
刹
定
，

^
.で
；ぁ

.る

。

彼

，
れ

，
の
® 

く

所
に
據
れ
ば
、

®
値
の

.ゐ
定
ば
勞
働
費
用
を
尺

K

^
し 

'て行
は
れ

.る
。
，
即

ち
：
.I 

{

物

の

生

產

に 

it
:接
#
や

し

だ

：
る
：勞

働

载

令

興

爲’め

^
生
へ
^
寒

興

消

耗

右

由

て#
接
，
に

*

や

し

穴

ぶ

勞

働

量

第
十
芄
怨
c
l
Arb) 

'論

へ

餽

.ロ
ォ
ゼ
ぺ
か
十
ス
の‘經
濟
學
耽
_
遺

.
f

s
 

J
S..

j

I
I

わiぐ>
! U
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.

.

.

■*
.

.

 

.

j  

第
十
玉
怨.

2
八
八〕

.
谕

，
跳

ロ

？

ベ
か
ト
ス
の
經
篤
馨
遺 

'  

第

一

一

鱗
§

| 

,ビ
の
"合

.»
彼

れ

の

公

式

に

.從
 

'へ
ば

B
-f
-
,
:
^
^
寒)

.を
以
て
其
物
の
價
値
を
定
ゐ
る
の
で
あ
る
，
避

に
對
し
て
は

^

然
生
產
物

^

對
.
.す
在
：.
霄
要
、若
：
1 >
.

く
は
欲
塵
を
看
過

.

し
、勞
..爾
费 

迄
し
て

®

値(
即
ち
交
換
比
例

)

を
定
め
る
事
は

0

 

0

M

ノ
レ
云
：ふ
‘
非
難
が
起
る
。
併
し
ぎ

a
cr
e

l

t

sリ

.
.
か
に
承
認
し
で
居
る.(S.  137)"  

‘併
し「

若
し
も
國
家
經
濟
的
當
廁
潘
が
生
產
と
氣
望
ミ
，の
均

# 

一
 

_

し
を
保

0
な
&,
ば

.«
値
は
勞
働
醬
用
を
茂
度
ぐ
し
て
規
定
せ
ら
：れ

..得
を
，：と
-
云
ふ
；に
過

f
な
い
ゆ

.で
あ

^

。

た
父
彼
れ
は
土
地
資
本
が
公
甫
せ
ら
れ
、國
鼠
が
を
れ
を
支
配
す
る
ど
己
ろ
で
は
、此 

條
仲
は

i

元
全
に
滿
た

^

れ
る
も
の
と
樂

«

し
七
居
る

‘(

0 0
.

1

3

7

)

？

故
に
批
.評
を
加
ふ
可
し
ビ
す 

れ
ば
此
點
に
向
つ
て
す
べ
き

t

の
で
办
ら
シ
。：

し

'

'
 

.

•

:

.
更
に
又
價
値
规
，定

. 0
«

合
^

も
、

^

び
4
 ̂

て
勞
働
の
難
縣 

1

な
ら
ず
、(

口
}同

1
生
連
內
に
於
：て
も
勞
働
漭
の
勸
勉
熟
練
の
程
度

.問
じ
か
ら
士
，(

ご
同
ー
褪
生 

‘

產
に
於
て
、勸
勉
熟
練

0 >
稅
度
を
同
ふ
す
る

.
者
に

就
て
も
、自
然
的

關
係
に
自
て
、典
の
擧
ゲ
得
る

」 

收
植
は
同

,

一
 

な
ら
す
、

(

例
へ

.诚
土
地

「

に
肥
瘠

.の

別

あ

，る

が

爲

め

、同

一
.
量
の
.勞
働
が
等
し
か
ら

5 1

る
收
益
.
を
取
ぐ
る
亦
如
き

)

、

U
)

長
時
間
內
に

.
於V

は
、勞
働
の
^
產
カ
に
增
減
あ
る
の
理
由
.を
以

.. 

.

- 

.

. 

.

.

. 

, 

.
*

:て
、勞
働
量
を
其
尺
度
ミ
，す
る
事
の
不
當
な
る
を
論
：す
る
も
の
が
あ
；る
。
併
し

(

ィ)(

ロ)

.及
び

(

ニ)

»

 

V

•0
闲
難
は
俞
節
：に
述
べ

^
方
法
に
依
て

#

决
さ
れ

.るo
,
(

少
く

も

R
O
.
&
ざ

3

は
さ
ぅ
認
め
て
居

 

■

部

ち

勞

働

及

：
び
，勞

働

者

間
；：

の
：
差

違

は

、標

準

勞

義

•の

方

法

に

曲

て

排

除

す

る

事

が

出

來

る

6 

1^
れ
对

r
述
の

^
準
勞

#
時
、
間
^^
び
標
举
仕
事
量
か
ら
、

.猶
ん

で
標
準
勞

«

nQrmale Arbeit
.:な 

名

-.
^
の
を
定

.

.め，る

''
0
ヾ
で
あ
る

.,

擦

.準
勞
働
せ
は
.櫸
準

*-
事
.最
に

®
や

S
る
、
勞
働
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